
天塩川ものがたり 第９回「中川町・エコミュージアムセンター」 

お話：中川町エコミュージアムセンター 疋田吉識さん 

放送日：平成 23 年８月３日(水)11：30～30 分 

 

第９回目天塩川ものがたりは、アンモナイトなど化石の発掘で有名な中川町の魅力を教えていただこう

と、中川町エコミュージアムセンターにお邪魔しました。このセンターは 2002 年にかつて中学校だっ

た校舎を改装してオープンされ、もともと体育館だったところに、国内最大のクビナガリュウや、これ

までに見つかったアンモナイトをはじめ、様々な化石が展示されています。自然誌博物館の中にお邪魔

し、お話を聞いているうちに、一気にその雰囲気に飲み込まれてしまい、大昔の時代からのメッセージ

に耳を傾けていました。きっと想像以上の驚きと感動にあなたも出会えるはずですよ！ 

 

中川町エコミュージアムセンター 
◆開館時間 

午前 9：30～午後 4：30 

◆休刊日 

毎週月曜日(祝日の場合は火曜日休館) 

及び年末年始 

◆観覧料金 

一般・高校生：200 円(10 名以上団体 150 円)

中学生以下：100 円(団体 70 円) 

◆お問合せ 

〒098-2626 

北海道中川郡中川町字安川 28 番地 9 

TEL：01656-8-5133 FAX01656-8-5134 

←入り口では、さっそく

アンモナイトがお出迎

え。中川付近では白く美

しいものが多いといわ

れています。 
↓化石からわかる当時

の様子を絵で展示 
 

←コハクの化石。疋田さ

んたちも、中に虫などが

いないかと必死で探した

そう。見つかったのは、

当時のダニ！恐竜の血を

吸っていたのでしょう

か。 

↑巨大なクビナガリュ

ウの化石がこの広い部

屋の中を泳いでいます。 
ここにこんな恐竜がい

たかと思うと、今でもド

キドキしていまいます。

→また発掘中の恐竜の

化石は、パズルのように

体の位置に置かれてい

ました。化石と向き合う

には努力と忍耐も必要

ですね。 

↓エコミュージアム

センターでは地元の

皆さんと協力して今

薄荷作りを再現して

います。これは薄荷の

蒸留器。蒸留して運ぶ

ため楽だったそう。 
こんなに多くの巨大アンモナ

イトが発掘されたとは驚き！


